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組閣は首相も含めて閣内大臣 24 名，閣外大臣 22 名，計 46 名と，第 2 次統
















表 6.1 BJP率いるNDA政権の内閣（大臣会議） （2014 年 5 月 26 日）
氏  名 所  管
首相（Prime Minister） 
Narendra Modi［63］ 〈人事・苦情処理・年金〉， 〈原子力局〉， 〈宇宙局〉
閣内大臣
Rajnath Singh［62］ 〈内務〉 
Sushma Swaraj［62］ 〈外務〉， 〈在外インド人問題〉 
Arun Jaitley［61］ 〈財務〉， 〈企業問題〉， 〈国防〉 
M. Venkaiah Naidu［65］ 〈都市開発〉， 〈住宅・都市貧困削減〉， 〈議会問題〉 
Nitin Jairam Gadkari［56］
〈陸上運輸・幹線道路〉， 〈船舶〉， 〈農村開発〉， 
〈パンチャーヤト制度〉， 〈飲料水・公衆衛生〉 
D.V. Sadananda Gowda［61］ 〈鉄道〉 
Uma Bharati［55］ 〈水資源 （河川開発・ガンジス川再生）〉 
Dr. Najma A. Heptulla［74］ 〈少数派問題〉 
Dr. Harsh Vardhan［59］ 〈保健・家族福祉〉 
Ramvilas Paswan［67］ （LJP） 〈消費者問題・食糧・公共配給〉 
Kalraj Mishra［73］ 〈零細・中小企業〉 
Maneka Sanjay Gandhi［57］ 〈女性・児童開発〉 
Ananthkumar［54］ 〈化学・肥料〉 
Ravi Shankar Prasad［59］ 〈通信・情報技術〉， 〈司法・公正〉 
Ashok Gajapathi Raju Pusapati［62］ 
（TDP）
〈民間航空〉 
Anant Geete［63］ （SS） 〈重工業・公企業〉 
Harsimrat Kaur Badal［47］ （SAD） 〈食品加工業〉 
Narendra Singh Tomar［56］ 〈鉱業〉， 〈鉄鋼〉， 〈労働・雇用〉 
Jual Oram［53］ 〈部族問題〉 
Radha Mohan Singh［64］ 〈農業〉 
Thaawar Chand Gehlot［66］ 〈社会正義・エンパワーメント〉 
Smriti Zubin Irani［38］ 〈人的資源開発〉
（出所）　筆者作成。 









でもあった。5 月 31 日にはUPA政権時代にテーマ別に組織されていた「大臣
グループ」や「権限をもつ関係大臣グループ」の廃止が決定された。これらは
第 2 次UPAではそれぞれ 27，24 グループを数え，迅速な政策決定に資するか
どうか疑問視されていた（The Hindu, May 31, 2014）。またモディ政権は 6 月 10
日には内閣レベルの委員会である「内閣自然災害管理委員会」，「内閣物価委
員会」，「内閣WTO関連委員会」，「内閣固有番号機構委員会」を廃止し，さら






















される（The Hindu, June 19, 2014）。モディ政権は，インド国民会議派（以下「会
議派」）率いる前UPA政権が 2004 年に設置し，法案の作成に重要な役割を果た













ダルで捜査当局の捜査をうけたことにより，6 月 30 日に辞任した（The Hindu, 
July 1, 2014）。また 7 月 11 日にはナガランド州知事に任命されたばかりのヴ
ァッコム・プルショタマンが辞任した（Indian Express, July 12, 2014）。これら

















































（出所） 　General information for Members of Rajya Sabha （http://164.100.47.5/





は頻繁である（The Hindu, May 29, 2014）。また 7 月 7 日にはRSSから指導者 2





年ぶりに単独過半数を制しNDA全体で 545 議席中 336 議席を確保していると
はいえ，強引に政策を進められるほどの議会勢力ではなく，政治的制約はまだ
大きい。最大の制約は連邦上院では少数派にすぎないという点である。
表 6.2 および図 6.1 に示されるようにNDAは上院では 56 議席，約 23%しか























たとえばモディ内閣は 7 月 24 日に生命保険分野への海外直接投資（FDI）
上限を 26%から 49%に上げる生命保険関連改正法を承認し，上院に上程した。
しかし，上院では会議派など野党は特別委員会に送り慎重に審議すべきと主張











を発表した。この構想は 8 月 19 日には「技能開発・企業家，青年・スポーツ
省」の設置となって実現している（ただし，同省は 11 月には 2 省に分割された）。



















（出所）　The Hindu, May 30, 2014.




2 不必要な規則の撤廃：　少なくとも 10 の不必要な規則を各部で廃止すること。 
3 書類の書式：　短くし，1 ページまで縮めること。 
4 技術：　情報の提出をおこたらないこと。 















（出所）　India Today, July 14, 2014, p. 24-25. 
112
改善が不可欠であることはいうまでもない。モディ首相は就任早々の 5 月 29
日には各省庁に 100 日間で何をやるか検討するように指示を出すと同時に，政
権の優先事項トップ 10 を発表した。表 6.3 がそれである。1，2，3 項目は一般
的な政策的事項である。しかし，それ以外の 7 項目は官僚や行政機構のガバナ
ンス向上に関する事項である。官僚や行政機構のガバナンス向上を重視してい
ることを示す別の例は，6 月 5 日に内閣事務次官から遵守すべきこととしてす














も示した（The Hindu, June 24, 2014）。
また，プラカーシュ・ジャヴァデーカル環境・森林・気候変動担当国務相














































るとも指摘されている（Hindustan Times, August 28, 2014）。
最後に外交政策決定にまで広げてガバナンスの評価をみると，モディ政権の























































とつの出来事は，7 月から 9 月にかけて行われた各州の州議会補欠選挙でBJP
116
が苦戦を強いられたことである。まず 7 月 21 日には，ウッタラーカンド州の
3 つの州議会選挙区で補欠選挙の投票が行われ，7 月 25 日に開票が行われた。
その結果，州与党の会議派が 3 選挙区すべてでBJPを倒して勝利を収めた。つ
づいて 8 月 21 日には，北部と南部の 4 州（ビハール，カルナータカ，マディヤ・
プラデーシュ，パンジャーブ）の合計 18 の州議会選挙区で補欠選挙の投票が行






その結果，これら 3 党の連合は 10 選挙区中 6 選挙区で勝利を収めることに成
功した。選挙後，ビハール州のニティシュ・クマール前州首相（JD（U）所属）
は，「連合の形成という（今回の）実験は成功だった」と語り，同州における





さらに 9 月 13 日に，UP州やグジャラート州など 10 州の合計 33 の州議会選
挙区と，3 つの連邦下院選挙区で補欠選挙が行われ，9 月 16 日に開票が行われ
た。その結果BJPは，州議会の 33 選挙区中 12 選挙区で勝利を収めるにとどま
った。BJPは，グジャラート州（9 選挙区）では 6 議席を獲得した（会議派が 3

































































































つかの発言がみられた。2013 年 12 月には，首相候補として選挙運動を行って
いたモディ自身が，憲法第 370 条のもたらす利益については議論の余地がある
と発言し，各政党から強い批判を浴びる結果となった（The Hindu, December 













（Times of India, August 23, 2014），首相の周辺からはいくつか声が聞かれるよう
になっている。





月 17 日付けヒンドゥー紙によれば，BJPの新しい党組織における 11 人の副総
裁のうちふたり，8 人の幹事長のうち 3 人がRSSの関係者である。また，組織
担当となっている 4 人の副幹事長は全員がRSSの構成員で，これら 4 人のうち
















































⑴　たとえば，5 月 11 日にはモディとBJP総裁ラージナート・シン，RSSは会談を行い，
選挙後の戦略を相談している（Hindu, May 12, 2014）。中央政府の組閣に関してもRSS
は大きな役割を果たしたと考えられる（Hindu, May 20, 2014）。
⑵　第 2 次UPAの閣僚数はアジア経済研究所の『アジア動向年報 2014』の 539-540 頁に
よっている。表 6.1 では 23 人しか記載されていないが，これはゴーピナト・ムンデー大
臣が就任早々の 6 月 3 日に交通事故で死亡したため，記載しなかったからである。
⑶　L.B.シャーストリ首相の当時は “Prime Minister’s Secretariat” であったが，1977 年に





⑸　これらの点に関しては以下を参照した。日本経済新聞 8 月 26 日; Indian Express, June 




ていないが，中央政府からの圧力と観測されている（The Hindu, June 20, 2014）。その















改変を模索している（The Hindu, June 1, 2014）。
⑾　条文の日本語訳は，孝忠・浅野（2006, 97）による。
⑿　“Rajya Sabha - An Introduction.” （http://rajyasabha.nic.in/rsnew/about_
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